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第 17 回コーデックス 連絡協議会の 概要 

平成 17 年 3 月 29 日 ( 火 ) に、 第 17 回コーデックス 連絡協議会を 開催した。 

1  会議の概要 
第 16 回コーデックス 連絡協議会 ( 平成 17 年 3 月 1 日 ) 以降に開催された 

第 19 回油脂部会、 第 37 回食品衛生部会について 報告がなされ、 質疑応答 及 
び 意見交換が行われた。 また、 今後開催が予定されている 第 26 回分析・サン 
プリンバ 法 部会、 第 22 回一般原則部会、 第 37 回残留農薬部会、 第 37 回食品 
添加物・汚染物質部会、 第 33 回食品表示部会について、 その概要、 検討議題 
等を説明し、 質疑応答及び 意見交換が行われた。 また、 その他の議題として、 
バイオテクノロジ 一応用食品特別部会について、 質疑応答及び 意見交換が行 

われた。 

2  主な意見等 
(1) 最近のコーデック ス の活動状況について 
報告内容について 以下の質疑及び 意見交換が行われた。 
① 第 19 回油脂部会 
・油脂部会における 消費者の健康保護に 対する視点について 

② 第 37 回食品衛生部会 
・「乳児用調製粉乳に 関する衛生規範原案」について、 更なる検討が 必要 
とされた理由と FAO/ Ⅶ 0 専門家会合に 求めることとされた 科学的助言 
の内容について 

(2) 今後のコーデック ス の活動状況について 

我が国の考え 方 ( 案 ) に対する質疑及び 意見交換が行われた。 

① 第 26 回分析・サンプリンバ 法 部会 
・コーデックス 規格の中で適用される 分析法や分析用語の 決定について 
・バイオテクノロジ 一応用食品の 検出と同定に 関する試験法の 規準の内 
容と我が国の 考え方について 
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・コーデックス 内部と各国にそれぞれ 適用されるリスク 分析の作業原則 
の違いと議論のポイントについて 

・「食品」の 定義の改訂における「健康食品」等の 取扱いについて 

③ 第 37 回残留農薬部会 
・確率論的モデリンバに 関する作業文書で 提案されている 毒性学的検討、 
暴露評価と日本の 評価手法との 相違について 

④ 第 37 回食品添加物・ 汚染物質部会 
・ヌ一ドル・パスタに 使用できる食品添加物に 関する添加物不便用の 提 
案への対応について 

・食品中に存在する 汚染物質の検出手法を 取り扱うコーデックス 部会に 
ついて 

⑤ 第 33 回食品表示部会 
・遺伝子組み 換え表示に関する 討議の進展状況について 
・量的表示をすべき 原材料の使用割合について 

(3) その他 
① バイオテクノロジ 一応用食品特別部会について 

コーデックス 事務局から送付された 回覧文書に関し、 特別部会での 検討 
分野及びその 定義について 等の意見交換が 行われた。 

3  次回会議の予定 

第 18 回コーデックス 連絡協議会は 平成 17 年 6 月 7 日 ( 火 ) に開催予定。 


